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－ 実験所の 50周年と本館とのお別れを記念して － 
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思 い 出 
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未 来 へ 
 













最初、谷 泰雄さん、嶋田 至さん、野村 新さん、似内汎子さん達がおられた本館の南
西角の図書室に連なった実験所の事務室に机をもらったのですが、勤めだしてから暫く
経った初夏の頃、谷さんをはじめとする事務室の男性の先輩方に、私の歓迎会をかねて京
都北山の貴船に暑気払いに連れて行ってもらったことを思い出します。そこには、私が来
る前に事務室におられた奥野 正（現滋賀医科大学）さんも来られていたように記憶して
います。出町柳から、青葉が薫る初夏の汗ばむ中を狭い谷間に沿ってガタゴトと揺られな
がら初めて叡電に乗り、貴船川の涼しい床の上で冷たいビールを飲んだことが、今でも鮮
やかな印象となって残っています。 
 
 さて、宇治川水理実験所の近況を述べなければなりません。宇治川水理実験所は、旧建
設省による洛南道路の建設工事のため東西に二分され、平成９年の春から始まった補償工
事によって新たに四つの大きな実験棟が建設されました。平成10年の秋に完成した新実験
棟には、それまで野外にあった実験施設の多くが収納され、それまでのように雑草や風雨
に悩まされることなく、安心して実験に専念することができるようになりました。ここで、
新実験棟の概要を簡単に述べますと、いずれも鉄骨造り平家建てで、床面積が第１実験棟
は6,775㎡、第２実験棟は2,940㎡、第３実験棟は4,480㎡、第４実験棟は4,375㎡であ
り、各実験棟毎に第１実験棟から青、茶、緑、こげ茶のポイントカラーが窓部分のパネル
に施され、屋根部分は蒲鉾形に大きくゆるやかな円弧を描いています。 
 
また、局地異常気象観測施設の観測鉄塔やライシメータ、洪水流実験施設もそれまでの
位置を変えて新たに造り替えられました。このように実験所は、新しく生まれ変わった部
分と、旧来の本館や管理棟などのいささかくたびれた部分とに分かれてしまいました。そ
の中でも特に、実験所のシンボルでもある本館は、平成７年の阪神大震災以降老朽化が急
速に進み、壁の剥落や屋根の雨漏り、床の迫り上がりなど随所において建物の傷みが大変
ひどくなってきています。そのため本館は、今年度中に危険建物として取り壊されること
になりました。大正12年に火力発電所として建設されて以来、約80年の長い歳月を風雪
に耐え宇治川畔に蔦の絡まるその偉容を誇ってきた本館も、ようやくその役目を終えると
きがやって来たのです。 
 
OBの方達にとっても、泣いたり笑ったりした色々な思い出がいっぱい詰まった建物だと
思います。最近では、日曜画家のおばちゃんや写真学校の学生さんなどの写生や撮影の格
好の対象としても活躍していました。宇治川水理実験所は、昭和27年３月の命名時から数
えて今年でちょうど50年を過ごしたことになりますが、そのような記念すべき年に本館が
無くなるのも何か不思議な縁かも知れません。その他、火力発電所時代に管理棟として使
われていた木造の建物や鉄筋コンクリート二階建ての現在の管理棟、土質力学の実験に使
われていた二棟の建物、樋口明生先生のグループが潮流の実験に使っておられた海洋河口
実験施設なども、近ごろだんだんとほころびが目立つようになってきましたが、今なお宇
治川水理実験所の歴史の生き証人として健在です。 
 
 最近になって実験所構内に多くの植林がされました。後数年、数十年もすれば楠や白樫、
金木犀などの立派な林が構内のあちらこちらに育ち、桜並木が美しく宇治川、東高瀬川の
畔を飾ることでしょう。そして、野鳥や野ウサギ、狸や恋人達のよい散策コースとなるに
違いありません。まだ所々に鄙びた面影を残す伏見の町の中でも、中書島の隠れた名所に
なるかも知れません。実験所を二分した道路建設の方は、国土交通省の洛南道路に続いて
阪神高速道路公団による京都高速道路油小路線の建設が並行して行われており、洛南道路
の方は平成15年春から供用開始の予定となっているようです。道路建設の影響により、今
後、どのように実験所が変わっていくのか予想もつきませんが、実験所周辺の宇治川や東
高瀬川など都会の片隅の数少ない大自然に囲まれたこの場所が、いつまでも今のままの姿
を保ち続けることを祈ってやみません。また、国立大学の独立行政法人化が性急に叫ばれ
ている今、制度的にも現代社会の
荒波にもまれようとしている実験
所の将来が、社会の要請に応え大
きく発展することを願っています。 
 
解体工事中の本館(2003.3.5現在) 
